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平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
三

日
の
講
習
会
は
「
く
す
り
の
は

な
し
～
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
～
」
。
ア
ン
ケ
ー

ト
で
今
後
取
り
上
げ
て
欲
し
い

テ
ー
マ
の
第
一
位
で
し
た
。
今

回
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
看
護
師
三

名
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

       
    

       

“
薬
を
飲
む
こ
と
が
大
事
で
は

な
い
！
薬
を
飲
ま
な
い
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
！
大
事
な
こ
と

は
、
良
好
な
血
糖
・
血
圧
・
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
！
”
良
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

維
持
し
て
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒

中
を
併
発
し
な
い
こ
と
が
目
標

と
な
り
ま
す
。 

  

糖
尿
病
の
病
態
は
、
①
イ
ン

ス
リ
ン
分
泌
不
全(

イ
ン
ス
リ
ン

分
泌
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
る
、

分
泌
量
が
減
る)

、
②
イ
ン
ス
リ

ン
抵
抗
性(

イ
ン
ス
リ
ン
の
効
き

目
が
悪
い)

の
二
つ
の
要
素
が
関

わ
っ
て
お
り
、
分
泌
を
促
す
タ

イ
プ
の
薬
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働

き
を
改
善
す
る
薬
な
ど
、
そ
の

働
き
に
よ
り
、
大
き
く
４
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。 

注
意
が
必
要
に
な
る
の
は
、

風
邪
な
ど
で
下
痢
や
嘔
吐
が
続

く
と
、
脱
水
や
身
体
的
ス
ト
レ

ス
に
よ
り
高
血
糖
に
な
る
場
合

が
あ
り
、
こ
れ
を
シ
ッ
ク
デ
イ

と
い
い
ま
す
。
シ
ッ
ク
デ
イ
で

は
、
水
分
を
十
分
に
補
給
し
、

尿
糖
や
血
糖
を
観
察
し
て
早
め

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

糖
尿
病
の
あ
る
方
の
血
圧
の

目
標
値
は
１
２
０
台
／
７
０
台

で
す
。
病
院
で
測
る
血
圧
だ
け

で
な
く
、
ご
自
宅
で
の
夜
間
～

早
朝
の
血
圧
管
理
が
重
要
で
す
。

家
庭
血
圧
が
正
常
で
も
病
院
で

は
高
い
血
圧
を
「
白
衣
高
血
圧
」、

反
対
に
家
庭
血
圧
が
高
く
、
病 

        

院
血
圧
が
低
い
タ
イ
プ
を
「
仮

面
高
血
圧
」
と
い
い
ま
す
。 

 

血
圧
の
薬
も
、
そ
の
働
き
に

よ
っ
て
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
糖
尿
病
の

方
で
は
、
降
圧
作
用
と
同
時
に

血
管
や
心
臓
、
腎
臓
の
保
護
作

用
が
確
認
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｒ
Ｂ
、

Ａ
Ｃ
Ｅ
阻
害
薬
と
い
う
グ
ル
ー

プ
が
第
一
選
択
薬
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

最
近
の
薬
の
長
所
は
、“
徐
放

剤
”
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
徐
々

に
効
果
を
発
揮
し
、
身
体
に
優

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
徐
放
剤
は
、
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薬
を
飲
み
始
め
て
も
す
ぐ
に
効

果
が
出
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
数
日
の
休
薬
で
は
薬
の

効
果
が
持
続
し
ま
す
。
自
己
判

断
せ
ず
に
主
治
医
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。 

 

治
療
薬
に
は
、
主
に
悪
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
ス
タ
チ

ン
、
中
性
脂
肪
を
下
げ
る
フ
ィ

ブ
ラ
ー
ト
、
小
腸
か
ら
脂
質
の

吸
収
を
抑
え
る
エ
ゼ
チ
ミ
ブ
、

な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。 

          

定
期
的
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

や
中
性
脂
肪
と
と
も
に
筋
肉
の

酵
素(

Ｃ
Ｐ
Ｋ)

を
測
定
し
、
副
作

用
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
す
。 

血
圧
と
同
様
、
糖
尿
病
や
、

加
齢
、
喫
煙
な
ど
動
脈
硬
化
の

危
険
因
子
が
あ
る
場
合
は
、
厳

し
く
脂
質
管
理
を
す
る
こ
と
が

重
要
に
な
り
ま
す
。 

 ①
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
・
心
電
図 

②
２
４
時
間
蓄
尿 

③
腹
部
エ
コ
ー 

④
腫
瘍
マ
ー
カ
ー 

⑤
脈
波
伝
播
速
度:
Ｐ
Ｗ
Ｖ 

 
 

 
 

⑥
頚
動
脈
エ
コ
ー:
Ｉ
Ｍ
Ｔ 

⑦
栄
養
指
導 

⑧
食
事
講
習
会 

こ
れ
ら
の
結
果
を
材
料
と
し

て
、
総
合
的
に
病
態
を
と
ら
え

治
療
方
針
を
決
定
し
て
い
き
ま

す
。
講
習
会
の
活
用
も
治
療
の

一
助
と
な
り
ま
す
。
医
師･

ス
タ

ッ
フ
が
検
査
を
計
画
し
て
い
ま

す
が
、「
○
○
の
検
査
を
受
け
て

み
た
い
！
」
と
声
を
か
け
て
下

さ
い
。
ご
自
身
の
健
康
管
理
の

た
め
に
ぜ
ひ
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
検

査
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

  

多
忙
な
日
常
診
療
の
た
め
に
、

と
か
く
流
す
診
療
に
な
り
が
ち

で
あ
る
こ
と
を
今
年
の
年
頭
に

反
省
し
ま
し
た
。 

そ
こ
で
年
頭
に
皆
様
各
々
と

個
別
に
相
談
の
上
、“
今
年
の
目

標
”
を
設
定
し
カ
ル
テ
へ
書
き

込
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
決
め
た

七
月
の
体
重
目
標
に
向
け
て
、

減
量
を
達
成
し
て
い
る
方
が
多

く
、
改
め
て
頭
が
下
が
る
思
い

で
す
。
減
量
し
て
薬
が
減
っ
て
い

る
方
が
続
出
し
て
い
ま
す
！
体

重
が
減
れ
ば
薬
は
減
り
ま
す
。

皆
様
健
康
維
持
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。 

               

よ
う
や
く
夏
ら
し
い
陽
気
で

す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
、
山
歩
き･

･
･

。
し
っ
か

り
と
水
分
補
給
を
し
て
、
気
持

ち
良
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。 

第
２
５
回
糖
尿
病
講
習
会
は 

平
成
二
十
一
年
十
一
月 

（
糖
尿
病
週
間
）
予
定
で
す 

～お知らせです～ 

約 4 年前にクリニックでお話をいただいた

チャプレンである斎藤武先生に、今年８月、

再度クリニックへお越しいただけることにな

りました。 

チャプレンとは病院や、施設で働く牧師さ

んのことです。医師がからだの治療を専門と

するように、“心のケア”の専門家です。 

今回もグループミーティングを予定してい

ます(詳細は決まり次第ご案内します)。 

受診の際は、必ずご持参下さい 
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